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本ドキュメントでは、R8C/M12A 用に作成された、各種サンプルドライバソフトウェアの

概略を説明します。 
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1. サンプルドライバソフトウェアファイル構成 

 本サンプルドライバソフトウェア集は、ソースリストと、各関数の説明書(*.pdf)で構成されています。 

ダウンロードファイルを解凍すると、”source”フォルダと、”doc”フォルダが生成されます。 

source フォルダ以下のサブフォルダに、各機能毎のソースリストが格納されています。 

doc フォルダ以下のサブフォルダに、各機能毎の関数説明書が格納されています。 
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図 1 ファイル構成 
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2. サンプルドライバソフトウェア一覧 

 本サンプルドライバソフトウェア集に含まれる、サンプルドライバソフトウェア一覧を示します。 
 

表 2-1.サンプルドライバソフトウェア一覧(1) 

電圧監視1割り込み 電圧監視1割り込み設定 145 0 R_VDET1_Create r_vdet1_create.c

KEY ON WAKE UP(KI0-KI3) KI0-KI3 キー入力割り込み設定 205 0 R_KWAKE_Create r_kwake_create.c

クロックドシリアル0送信 SI/O0 送信用設定 308 8 R_SIO0_Create_Transmit r_sio0_create_transmit.c

SI/O0 送信実行 118 0 R_SIO0_Control_Transmit r_sio0_control_transmit.c

クロックドシリアル0受信 SI/O0 受信用設定 300 8 R_SIO0_Create_Receive r_sio0_create_receive.c

SI/O0 受信実行 128 0 R_SIO0_Control_Receive r_sio0_control_receive.c

UART0送信 UART0 送信用設定 341 16 R_UART0_Create_Transmit r_uart0_create_transmit.c

UART0 送信実行 148 0 R_UART0_Control_Transmit r_uart0_control_transmit.c

UART0受信 UART0 受信用設定 325 20 R_UART0_Create_Receive r_uart0_create_receive.c

UART0 受信実行 193 0 R_UART0_Control_Receive r_uart0_control_receive.c

タイマ RJ(2) タイマモード タイマモード設定 72 0 R_TMR_RJ2_Create_Timer r_tmr_rj2_create_timer.c

タイマ開始・停止 71 0 R_TMR_RJ2_Control_Timer r_tmr_rj2_control_timer.c

イベントカウンタモード イベントカウンタモード設定 320 0 R_TMR_RJ2_Create_ECnt r_tmr_rj2_create_ecnt.c

イベントカウンタモード開始・停止 76 0 R_TMR_RJ2_Control_ECnt r_tmr_rj2_control_ecnt.c

パルス幅測定モード パルス幅計測モード設定 209 0 R_TMR_RJ2_Create_PWidth r_tmr_rj2_create_pwidth.c

パルス幅計測開始・停止 71 0 R_TMR_RJ2_Control_PWidth r_tmr_rj2_control_pwidth.c

パルス周期測定モード パルス周期測定モード設定 209 0 R_TMR_RJ2_Create_PPeriod r_tmr_rj2_create_pperiod.c

パルス周期測定開始・停止 71 0 R_TMR_RJ2_Control_PPeriod r_tmr_rj2_control_pperiod.c

パルス出力モード パルス出力モード設定 173 0 R_TMR_RJ2_Create_POutput r_tmr_rj2_create_poutput.c

パルス出力処理 96 0 R_TMR_RJ2_Control_POutput r_tmr_rj2_control_poutput.c

タイマ RB(2) タイマモード タイマモード設定 91 0 R_TMR_RB2_Create_Timer r_tmr_rb2_create_timer.c

タイマ開始・停止 92 0 R_TMR_RB2_Control_Timer r_tmr_rb2_control_timer.c

プログラマブル波形発生モード プログラマブル波形発生モード設定 127 0 R_TMR_RB2_Create_PWave r_tmr_rb2_create_pwave.c

プログラマブル波形発生処理 107 0 R_TMR_RB2_Control_PWave r_tmr_rb2_control_pwave.c

プログラマブルワンショット発生モード プログラマブルワンショット発生モード設定 222 0 R_TMR_RB2_Create_POneshot r_tmr_rb2_create_poneshot.c

プログラマブルワンショット発生処理 38 0 R_TMR_RB2_Control_POneshot r_tmr_rb2_control_poneshot.c

プログラマブルウェイトワンショット発生モード プログラマブルウェイトワンショット発生モード設定 214 0 R_TMR_RB2_Create_PWOneshot r_tmr_rb2_create_pwoneshot.c

プログラマブルウェイトワンショット発生処理 65 0 R_TMR_RB2_Control_PWOneshot r_tmr_rb2_control_pwoneshot.c

タイマ RC 全モード共通 全モード共通設定 344 0 R_TMR_RC_Create r_tmr_rc_create.c

共用レジスタ設定処理 共用レジスタ設定 59 0 R_TMR_RC_Create_Reg r_tmr_rc_create_reg.c

タイマRC実行処理 タイマRCカウント開始処理 152 0 R_TMR_RC_Control r_tmr_rc_control.c

タイマモード（インプットキャプチャ） タイマモード（インプットキャプチャ）設定 454 0 R_TMR_RC_Create_ICap r_tmr_rc_create_icap.c

タイマモード（アウトプットコンペア） タイマモード（アウトプットコンペア）設定 486 0 R_TMR_RC_Create_OCmp r_tmr_rc_create_ocmp.c

PWMモード PWMモード設定 250 0 R_TMR_RC_Create_Pwm r_tmr_rc_create_pwm.c

PWM2モード PWM2モード設定 199 0 R_TMR_RC_Create_Pwm2 r_tmr_rc_create_pwm2.c

AD変換 基本設定 AD変換設定 128 0 R_ADC_Create r_adc_create.c

単発モード 変換開始処理 168 0 R_ADC_Control_Oneshot r_adc_control_oneshot.c

繰り返しモード 変換開始処理 171 0 R_ADC_Control_Repeat r_adc_control_repeat.c

単掃引モード 変換開始処理 153 0 R_ADC_Control_SSweep r_adc_control_ssweep.c

繰り返し掃引モード 変換開始処理 153 0 R_ADC_Control_RSweep r_adc_control_rsweep.c

A/Dデータ読み込み処理 A/Dデータ読み込み処理 43 4 R_ADC_Read r_adc_read.c

コンパレータB1割り込み コンパレータB1設定 167 0 R_CMP_B1_Create r_cmp_b1_create.c

コンパレータB1制御 40 0 R_CMP_B1_Control r_cmp_b1_control.c

コンパレータB3割り込み コンパレータB3設定 141 0 R_CMP_B3_Create r_cmp_b3_create.c

コンパレータB3制御 40 0 R_CMP_B3_Control r_cmp_b3_control.c

INT0割り込み INT0設定 75 0 R_INT0_Create r_int0_create.c

INT0制御 64 0 R_INT0_Control r_int0_control.c

INT1割り込み INT1設定 75 0 R_INT1_Create r_int1_create.c

INT1制御 64 0 R_INT1_Control r_int1_control.c

INT2割り込み INT2設定 71 0 R_INT2_Create r_int2_create.c

INT2制御 64 0 R_INT2_Control r_int2_control.c

INT3割り込み INT3設定 48 0 R_INT3_Create r_int3_create.c

INT3制御 64 0 R_INT3_Control r_int3_control.c

ソースファイル名ドライバ分類 関数名処理概要
ROM
(byte)

RAM
(byte)
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3. サンプルドライバソフトウェア使用方法概略 

 本サンプルドライバソフトウェア集は、各関数毎にソースリストを添付しています。 

ご使用になられる関数のソースファイルをそのまま流用して頂くことが可能です。 

各関数を使用するために必要なヘッダファイル(*.h)は、各関数と同じフォルダに格納しています。 

スペシャルファンクションレジスタ定義ファイルなどの、共用するヘッダファイルは、..souce/common フォ

ルダに格納しています。 

各関数の説明書に、関数使用方法の詳細が記載されておりますので、ご利用の前に各関数の説明書をご参

照ください。 
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ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http://japan.renesas.com/ 

 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/inquiry
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改訂記録 
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Rev. 発行日 ページ ポイント 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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